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令和４年９月 定例教育委員会  会議録 

  

１ 日  時  令和４年９月２８日（水）  開会 １５時００分   閉会 １６時００分 

 

２ 場  所  福井市役所８階第３委員会室 

 

３ 出 席 者  教 育 長         吉川 雄二 

教育長職務代理者     春木 伸一 

教育委員         木村 敦子 

教育委員         多田 和博 

教育委員         宮郷 美千代 

＜事務局職員＞ 

教育部長         林  俊宏 

少年対策参事官      松倉 伸雄 

教育次長         坂下 哲也 

図書館統括館長      小倉 敏之 

教育総務課長       諏訪 光宏 

学校教育課長       坪川 修一郎 

保健給食課長       木下 武明 

生涯学習課長       山本 桂一郎 

青少年課長        松田 玲子 

文化財保護課長      天谷 賢一 

図書館長         中野 裕三 

みどり図書館長      井土 博之 

桜木図書館長       嶋津 康弘 

教育総務課 副課長    新井 敏男 

教育総務課 課長補佐   廣部 嘉寛 

教育総務課 主幹     内田 佳邦 

 

４ 議  題 

議 案 

第１８号議案 福井市社会教育功労者表彰について 

 

報 告 

（１）教育委員会委員の任命について 

（２）９月定例市議会の報告について 

（３）令和４年度全国学力・学習状況調査の結果について 

 

５ 議事の経過 

（１） 開会 

（２） 教育長あいさつ 
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（３）会議録署名委員の指名  春木 委員  宮郷 委員 

（４）議事の要旨 

 

教育長 

 

 

事務局 

（生涯学習課長） 

 

 

 

教育長 

 

教育長 

 

事務局 

（生涯学習課長） 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

教育長 

 

事務局 

（教育総務課長） 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

事務局 

（教育部長） 

まず、第１８号議案 福井市社会教育功労者表彰について、事務局から説明

を求める。 

 

福井市教育委員会表彰規則第２条第１項の規定に基づき、表彰基準を満たし

た２８名を表彰するものである。表彰については、市長表彰と合わせて１１月

８日、福井市企業局庁舎５階大ホールで開催する予定である。教育委員の皆様

には１０月上旬にご案内をお送りするので、ご出席を賜りたい。 

 

ただ今の説明について、御意見、御質問等があればお願いする。 

 

４月に審議したＰＴＡ関係の社会教育功労者表彰は終わっているのか。 

 

ＰＴＡ関係の表彰は、５月のＰＴＡ総会の際に終了している。 

 

 

それでは第１８号議案について原案のとおり承認することで御異議ないか。 

 

― 異議なしの声 ― 

 

第１８号議案について原案のとおり承認することとする。 

 

次に報告（１）教育委員会委員の任命について、事務局から説明を求める。 

 

教育委員を務めていただいている木村委員が９月３０日を以って任期満了と

なることから、後任として粟原知子氏を教育委員に選任した。９月２１日の市

議会で承認いただいている。粟原氏は福井大学の准教授で子どもたちの遊びや

生活環境の研究に力を注がれており、子どもの発達分野に豊富な経験と知識を

有することから、教育委員に適任と判断したところである。任期は、令和４年

１０月１日から令和８年９月３０日までの４年間である。 

 

ただ今の説明について、御意見、御質問等があればお願いする。 

 

― 特に意見なし ― 

 

次に報告（２）９月定例市議会の報告について、事務局から説明を求める。 

 

９月定例市議会の会期は８月２９日から９月２１日までの２４日間であっ

た。教育委員会関係で今回提出した５件の議案については、８月定例教育委員
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教育長 

 

春木委員 

 

 

事務局 

（教育部長） 

 

 

 

春木委員 

 

事務局 

（教育部長） 

 

 

教育長 

 

 

 

 

事務局 

（教育部長） 

 

 

多田委員 

 

 

事務局 

（教育部長） 

 

 

 

教育長 

 

会において概要を説明したもので、いずれも９月２１日の議会最終日において

原案どおり可決された。 

次に、一般質問における主な質疑について説明する。 

 

― 以下、一般質問の質疑の要旨を説明 ― 

 

ただ今の説明について、御意見、御質問等があればお願いする。 

 

寺島議員の質問にある、小学校のプール学習の取組について、プール学習に

公共のプール等を使用している例は県内にあるのか。 

 

県内においては、越前市が今年度から、民間事業者がＰＦＩで公共プールを

改修し、その事業者が主体となって学校の授業も受託している事例はある。本

市でも、民間のスイミングスクールや健康の森や東山運動公園などの公共プー

ルを学校の授業に使えないか検討の余地があると考えている。 

 

学校のプール開放について、ＰＴＡや地域住民から何か意見はあったか。 

 

今年度の結果について、特に苦情は無く、開放して良かったという意見が多

い。ただ、県内では福井市だけが学校のプールを開放しており、民間のプール

活用後も学校のプール開放を継続していくのか整理しなければならない。 

 

老朽化した学校プールの改修には約１億円の費用がかかる。民間のプールに

子どもたちを通わせて委託料とバス代を負担するのか、これらの兼ね合いも含

め検討をしなければならない。市内５０校一斉にはできないので、プールの改

修が必要な学校から検討していきたい。 

 

北部地域の新中学校新設に伴い、現在の森田中学校にプールは無い。今後、

この中学校を森田小学校として整備した際にプールをどうするのか。令和９年

の開校までに、プールの要不要の方向性を決める必要があると考えている。 

 

民間のプールを活用することは賛成である。それ以外に、近くの学校で共用

することは考えられないか。 

 

市街地の学校は民間のプールも近いと思うが、郊外の学校は移動の時間がか

かり難しい。その場合、拠点となる学校のプールだけを残し、そのエリアの学

校で共有して使うということは考えられる。新しいプールを整備することは考

えにくいが、拠点となるプールを地域で共用することはあり得る。 

 

海が近い学校も時間をかけて市街地のプールまで通わせるのか、地域によっ

て状況は違う。そのため民間のプールを活用できると良いのだが、民間プール
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春木委員 

 

 

事務局 

（保健給食課長） 

 

教育長 

 

 

事務局 

（学校教育課長） 

 

 

教育長 

 

教育長 

 

事務局 

（保健給食課長） 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

春木委員 

 

 

木村委員 

 

 

教育長 

 

 

 

 

等の活用でコストがどうなるか、今後の精査が必要である。 

 

岩佐議員の質問にある、コロナ過での学校活動について、換気とマスクと手

洗いの他、ワクチンについてはどうなっているのか。 

 

換気とマスクと手洗いなど基本的な感染対策については今後も変わらない。

ワクチンについても、周知はしているが強制はしていない。 

 

ワクチンについて、教員の集団接種は始まっているのか。それはオミクロン

株に対応しているのか。 

 

教員の接種については、１０月中旬に２日間、集団接種の日を設けている。

３回目の接種をしてから５カ月以上経過している人を対象としている。オミク

ロン株にも対応している。 

 

教員は集団接種を進めているが、子どもは本人や保護者の判断となる。 

 

部活動の地域移行については、現在どのような状況か。 

 

福井市では現在、剣道部をモデルに進めている。受け皿となる福井市剣道連

盟を中心に、９月１０日と１７日、見学会を武道館で開催した。１０月８日か

らは本格的に活動を始める予定で、市内の剣道部の生徒に募集をかけている。

今後は７月の検討委員会で挙がったチームスポーツについても検討していく。 

 

塾の代わりにスポーツクラブに行くというようになると良いが、その受け皿

を教育委員会で整備するとなると難しい。総合型地域スポーツクラブは４つあ

るが、子どもが希望する競技があるか、また文化部もどうするか課題が残る。

国は令和７年から順次移行していくことになっているが、今後の経緯を見守っ

ていきたい。 

 

山田議員の質問にある、ジェンダー平等について、生理に関する学校の対応

について女性委員の意見を聞きたい。 

 

学校の保健の時間等で話すこともあると思うが、家で母親が娘に説明するこ

とがほとんどだと思う。 

 

生理の貧困といわれるような生徒がどのくらい居るのか把握が難しい。生理

用品も、学校に置いてあると、困っていない人も持って行ってしまう恐れがあ

る。本当に困っている人に届けられるのか心配ではある。保健の先生が、気が

かりな生徒に生理用品を渡しつつ話を聞きたいというのはよくわかる。 
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教育長 

 

 

事務局 

（学校教育課長） 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

教育長 

 

 

事務局 

（学校教育課長） 

 

 

 

教育長 

 

事務局 

（学校教育課長） 

 

 

春木委員 

 

 

事務局 

（学校教育課長） 

 

 

多田委員 

 

 

 

事務局 

（学校教育課長） 

 

次に、報告（３）令和４年度全国学力・学習状況調査の結果について、事務

局から説明を求める。 

 

令和４年度全国学力・学習状況調査の結果について、８月の定例教育委員会

で速報値を報告したが、今回はリーフレットで分析結果を報告する。今年度の

調査は４月１９日に全国一斉で実施され、国語と算数のほか、平成３０年度以

来、久しぶりに理科の調査が実施された。本市においては全ての小中学校が参

加し、全ての教科において全国の正答率を上回っている。このリーフレット

は、９月２０日に各学校に送付したほか、福井市のホームページにも掲載する

予定である。次年度については４月１８日に実施の予定である。 

 

ただ今の説明について、御意見、御質問等があればお願いする。 

 

児童生徒質問紙の「家庭での生活」に関して、全ての項目が全国平均を下回

っている。何か対策はあるのか。 

 

福井の生徒の良さと課題が表裏一体となって表れたものと思われる。福井の

生徒は、学校や大人から指導されたことに関してはきちんと進めるが、自分で

計画を立てて時間を活用していく面については弱い印象がある。そのため、家

庭の時間の有効活用について、学校からも指導していきたい。 

 

児童生徒質問紙「ＩＣＴ機器を活用した学習」も低いのではないか。 

 

今年度もタブレット端末の整備を進めているが、中学校もｉＰａｄの台数が

まだ１／３という状況である。整備状況の影響はあるが、各学校も研修等を積

極的に実施している。今後も学校の授業での有効活用を図っていきたい。 

 

全国学力・学習状況調査は全数調査だと思うが、ここ１０年間など経年での

比較はしているのか。また、中学３年生の定点観測は可能か。 

 

毎年度のデータはあるため経年比較は可能である。ただ、他の学年は調査し

ていないため、同じ生徒の経年比較となると、小学６年生時と中学３年生時の

比較になる。定点観測についても、毎年度のデータから可能である。 

 

学力の比較だけでなく「国語が好き」と答えた割合の増減を分析しても参考

になるのではないか。また「家の人との約束を守っている」という項目が全国

平均より低いのは、福井の子どもが真面目に答えすぎているような気がする。 

 

福井の子どもは、真面目に１００％守っていないと「守っている」と答えて

いない傾向にある。 

 



  - 6 -  
 

教育長 

 

 

教育長 

 

事務局 

（保健給食課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（教育総務課） 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

木村委員 

 

教育長 

 

事務局 

調査結果については、先ほどの定点観測の件も含め、過去の推移も分析して

学校や校長会等に示していきたい。 

 

予定していた審議事項は以上だが、その他、事務局から説明を求める。 

 

日新小学校及び下宇坂小学校の給食異物混入について、ご心配をおかけした

こと、深くお詫び申し上げる。 

その後の対応について、まず日新小学校のガラス片の混入については、調理

室や調理器具を総点検し、学校の全職員に研修を実施、子どもたちへはカウン

セリングを実施した。原因となったガラス製のフードプロセッサーについて

は、ガラス製やプラスチック製のフードプロセッサーを他校のものを含め全て

ステンレス製に交換した。 

下宇坂小学校の金属片の混入については、調理室や調理器具、教室までの配

膳経路も点検したが、原因の特定には至らなかった。市教委として、各学校長

に注意喚起と適切な対応について通知したところであるが、今回のことを重く

受け止め、９月２２日には調理技師や栄養士だけでなく納入業者も含めた研修

を実施したところである。 

また、新型コロナウイルス感染症の状況について、７月から８月に比べると

現在は減少傾向にある。７月から８月中旬は一日当たり５３．５人だった感染

者数が９月は３０．２人と減少している。夏休み後も引き続き、基本的な感染

対策を徹底していきたい。 

県は９月１４日から、国は９月２６日から全数把握を止めているが、市教委

としては児童生徒や教職員の感染防止、及び学級閉鎖や部活動停止の判断材料

とするため、学校にはこれまで通り報告をお願いし、学校の対応に役立ててい

きたいと考えている。 

 

「オクトーバー・ランアンドウォーク」及び「ふくいもっとラン＆ウォーク

ポイントラリー」について、どちらも令和６年３月に開催するフルマラソン

「ふくい桜マラソン」の機運醸成のイベントである。どちらのイベントも、ス

マートフォンで登録して参加すると、抽選やポイントで景品等が当たるので、

ご家族ご友人と奮ってご参加いただきたい。 

 

９月３０日を以って木村委員が任期満了により退任となる。木村委員におい

ては２期８年にわたり、保護者目線で様々な御意見や御指導をいただき、感謝

申し上げる。 

 

― 退任のあいさつ ― 

 

最後に事務局から次回の日程についてお願いする。 

 

次回の定例教育委員会について、１０月３１日（月）１５時から、場所は福
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教育長 

 

井市役所８階第１委員会室にて開催するので、御出席いただきたい。 

 

以上をもって会議を終了する。 

  

令和４年１０月２８日 

 

  署名委員 春木 伸一 

 

  署名委員 宮郷 美千代 

 

                   会議録作成職員 内田 佳邦 

 


